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第３次富山市総合計画策定方針
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（１）策定の背景①

０１

コンパクト＆スマート
●人口減少下で持続可能なまちづくりを目指すためには、居住や生活サービ

ス機能を集積し、生活の利便性の向上が必要
●近年目覚ましい発展をみせるデジタル技術を活用し「コンパクトなまちづく

り」を深化させ、産学官民が連携して地域課題の解決を図ることが重要

０2

こどもまんなか
●「子育て日本一とやま」を目指し、令和５年６月に「こどもまんなか応援サ

ポーター」を宣言
●既存の子育て支援策の認知度を高めるため情報発信を強化することに加
え、「理想の子どもの数をより多くの人が実現」できるような支援を、ライフ
ステージに即して分野横断的に実施することが重要

０3

AI等の最新技術の活用
●AIをはじめとしたデジタル技術は急速に進歩しており、自動運転の実用化

など、今後も技術革新が次々と起こることが期待できる
●最新技術の活用が地域課題解決の鍵であり、積極的な活用の必要性が高

まっている
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０5

ファシリティマネジメント
●高度成長期に集中的に整備された道路・橋りょう・上下水道などの社会イン

フラが一斉に更新時期を迎えようとしている
●「緊急度」と「重要度」の視点から、限られた予算と人材を使っての賢い対策

が必要になっている

０６

脱炭素社会の実現
●パリ協定に基づき世界各国が地球温暖化対策に取り組んでおり、我が国にお

いても、2050年までの温室効果ガス排出実質ゼロを目指している
●本市は、令和３年３月に「ゼロカーボンシティ」を表明。官民が連携し、地域が

一体となって脱炭素社会の実現に向けた取組を推進

（１）策定の背景②

０4

激甚化する災害への備え
●令和６年元日に発生した能登半島地震による被害を踏まえ、災害に強いま

ちづくりの必要性が強まる
●防災に向けた基盤整備、「自助・共助・公助」の災害対策、災害時に迅速に対

応できる体制を着実に備えることが必要
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（２） 策定の趣旨

社会情勢が大きく変革する中、ますます高度・複雑化する
行政需要を踏まえ、本市が抱える課題に対し、これまでの取組
をさらに発展、深化させ、効果的に実行することが求められて
いる。

市民が主役となって活き活きと輝き、夢と希望を持って暮らせ
る「幸せ日本一とやま」の実現に向け、令和７年度から２か年を
かけて、第３次富山市総合計画を策定するもの。
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（３） 総合計画の位置付け・構成
 本市の最 上 位 の 計 画

 まちづくりにおける長 期 的 か つ 基 本 的 な 方 向を示すもの

 目 指 す べ き 都 市 の 将 来 像について、市 民 と 行 政 が 協 働 で 取 り 組 む 目 標を

定め、その実現のための指針となるもの

 各種個別計画の策定･改定にあたっては、本 計 画 の 内 容 を 遵 守

基本構想

基本計画

実施計画

基本計画で定める施策体系に基づき、具体的な事業の年次計画

等を示すもの。

毎年見直し（ローリング方式）

将来の都市像やまちづくりの基本目標とその実施に向けた施策の大綱

を示す

期間 １０年（令和９年度～令和１８年度）

基本構想を実現するため、施策の体系化を行い、現況と課題を

整理し、目標とする指標、施策の方向を示す

期間 ５年（前期：令和９年度～令和１３年度 後期：令和１４年度～令和１８年度）

総合計画は３層構成
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（４）総合計画の策定及び議決

平成２３年の地方自治法改正により、基本構想の法的

な策定義務がなくなり、策定及び議決を経るかは市町

村の判断に（自治体の計画策定の自由度を高め、創意

工夫を促進）

平成３１年３月議会において、議員提案により「富山市

総合計画の議決に関する条例」が制定され、「基本構想

又は基本計画の策定」等については「議決すべき事件」

に

令和８年１２月議会に、基本構想及び前期基本計画案

を提案予定
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（５） 策定体制
 第３次富山市総合計画策定のため、次の審議会等を置く。

西田副市長（会長）

各部局長 等

美濃部副市長、政策監、上下水道事業管理者
（副会長）

総合計画策定会議

総合計画審議会市長市長

人口減少・少子化対策庁内検討会議

施策・事業提案

調整部会

人材
暮らし
部会

都市
環境
部会

活力
交流
部会

協働
連携
部会

委 嘱 →

諮 問

答 申

指 示 協 議
報 告

政策監（座長）

各部局長 等

人口減少・少子化対策検討ワーキンググループ
（課長代理級職員を中心に編成）
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（６） 市民参画

● 啓 発 シ ン ポ ジ ウ ム

● 市 民 説 明 会

● ペ ル ソ ナ 会 議 （ 新 規 ）

 従来の対面の市民参画に加えて、オ ン ライ ン プ ラッ トフ ォー ムの活用によ
り、会議の参加が困難な市民（２０代～４０代の子育て世代など）の意見な
ども幅広く募る

 事 業者 向 けイ ン タ ビ ュ ーを実施し、事業者目線の課題・ニーズを把握
 人口減少・少子化対策を進める上で、タ ー ゲッ トとな る 具体 的 な 人物 像 （ペ

ル ソ ナ ）を 設 定 し た 市民 会 議（ ペ ルソ ナ会 議 ）に よ り施策を検討

市

民

事
業
者

● 事 業 者 イ ン タ ビ ュ ー

（ 新 規 ）

対面 オ ン ラ イ ン

相 互 補 完

● オ ン ラ イ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

（ 新 規 ）
・ オ ン ラ イ ン 上 で 市 民 か ら の 意 見 収 集

・ 計 画 の 策 定 過 程 を 見 え る 化 し 、 策 定

段 階 に お い て も市 民 意 見 を 反 映
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（７） 第３次総合計画における政策分野
 １ ４ の 政 策 分 野 を 設 定し、新しいまちづくりを推進

教 育

結婚

出産

子育 て

ス ポ ーツ

健康

医療

福祉

都市

交通

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １ ０

１ １ １ ２ １ ３ １ ４

防災

防犯
環境

観 光

交 流

文 化

芸 術
郷 土愛

地 域

コ ミ ュ ニ

テ ィ

行政

パ ー トナー

シ ッ プ

産 業

雇 用

農 林

水 産
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 本市が直面する課題が複雑化・高度化するなか、将来の確かな展望を見通して
いくため、将来の理想的なありたい姿を描いたうえで、その姿を実現するため
に取り組むべきことを明らかにしていく「バックキャスティング」の考え方で
計画を策定する

（８） 策定の方向性①

計 画 全般

評価軸

時間軸

現状

ありたい姿
（理想）

ギャップ
（＝課題）

バックキャスティング

成熟社会におけるイノベーション創出には「社会システム」のアッ
プデートが必要。現在・過去から未来を予測する「フォアキャス
ト」ではなく、理想の未来像から逆算する「バックキャスト」が有
効。

課題＝理想－現状
( ありたい姿 )

参考：未来を実装する （著：馬田隆明氏）
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 人口が加速度的に減少し、マンパワーも財源も減り続けることを前提に、
「選択と集中」によるメリハリのついた総合計画とし、限られた資源で持続可
能な都市運営の実現を目指す

（８） 策定の方向性②

計 画 全般

【施策の厳選】（ｐ１３）
 基本計画には分野ごとの「目指すべき方向性（目標）」の到達に資する施策・

事業を掲載

【重点プロジェクト】（ｐ１４）
 施策・事業のうち、特に部局横断的に取り組むべき「主要課題」の解決に資す

るものを「（仮称）重点プロジェクト」に位置付け
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（８） 策定の方向性③

 基本計画において、分野ごとの「目指すべき方向性（目標）」を明確化

 目標達成のために必要な政策→施策→事業を、目的・手段の論理的関係で構築

 政策・施策・事業の各階層ごとに、指標を正しく設定し、成果（貢献度）を検証

政 策 体系 の 戦略 化

Ex.指標設定の具体例（雇用促進）イメージ

【
政
策
】

市
市
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（８） 策定の方向性④

主要 課 題 ・ ( 仮 称 )重 点 プロ ジ ェ ク ト

 分野横断的に取り組むべき主要課題を設定

 「主要課題」の解決に資する施策・事業を「（仮称）重点プロジェクト（分野横
断的・重点的に推進する政策パッケージ）」として位置づけ

 基本理念・都市像に掲げたあるべき姿を実現する

基 本 理 念

都 市 像

主 要

課 題

重 点 プ ロ

ジ ェ ク ト

人 口 減 少 ・ 少 子 化

ま ち の 強 靭 化 な ど

１ ４ の 政 策 分 野 を

横 断 し 、 重 点 的 に 推 進

持 続 可 能 な

都 市 経 営 の 実 現
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（８） 策定の方向性⑤

 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 更 な る 推 進 を 目 指 し 、 第 ３ 次 富 山 市 総 合 計 画 に Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市

計 画 の 内 容 を 包 含 し 、 一 体 的 に 策 定 す る

（ 参 考 ） 第 ２ 次 富 山 市 S D G ｓ 未 来 都 市 計 画

計画期間 令和３年４月～令和８年３月（５年）

S D G ｓ の推 進
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（８） 策定の方向性⑥

 市 民 に 届 く 市 民 目 線 の 分 か り や す い 総 合 計 画を目指す

重 点 的に 伝 え る

べ き 情報 に 整 理

１ ２ ３

数 値 ・ 写真 ・ イ ラス

ト を 効果 的 に 使用

手に 取 り た く な る

デ ザイ ン 性 を訴 求

「都市の将来像」を市民と共に目指す

市 民に 届 く 情 報 発 信

工夫のイメージ


